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平成２０年5月１７日(土)～１８日(日)に庵治町特設会場にて、庵治ストーンフェアが行われました。

大川石材では、テーマ 「石に魅せられて」 ～匠の技に彩られた石たち～にて、会場に彩りを与え

るために「匠の技に彩られた 八重すじ蓮華の墓石」を出品いたしました。 

 大川石材は、庵治石のよさを伝える「ふるさと一番」（ＮＨＫ）で放送されたように、｢最高の素材に

負けないように、日々最高の石材加工技術を目指

しております。 

 八重すじ蓮華の輝きは、庵治石の研磨仕上によ

り美しく表現出来ることは確信していますが、硬く

キズの多い石で表現するには、石を吟味する目と

熟練した高い技術が要求されます。 

 このたび、「庵治石で表現した花」が見る人の心

にも咲くようにと、大川石材では石工が一丸となっ

て作品作りに取り組みました。大川石材の強みは、

石工がいかなるものにもチャレンジするという気持

ちを持っているということです。 

  仕上げるまでの緊張感も、今回の会場で、多数の人に「きれいやね」「こんなお墓が欲しい」とい

う言葉を聴くことができ、また、高松市議会賞を受賞しいっそうの大きな喜びとなりました。 

今回の作品で、匠の技に彩ったところは［右上の写真参照］ 

① 彫り、丸み、平面の輝きと陰陽が全体としてバランスがとれるように、完成後をイメージした

原石の選定は、経験をつんだ石工が厳選する必要があります。料理人が朝市場で食材を厳

選するように、ひとつひとつ丁寧に選んでいるかのようです。いつも完成後を意識していま

す。 

②蓮華を手がけることは、石工にとっては誇りでもありますが、自分との戦いでもあります。「蓮

華の花」は一般的にはすじがない型が蓮華台と呼ばれています。蓮華台の加工経験を積ん

だ石工のみが八重型すじ蓮華に携われる工程となります。今回は上下のすじ蓮華加工を組

み合わせたものとなり、非常に高級感のある石碑となっております。 

③仏石は額仕上げとなっております。蓮華に対する加工のバランスから全体を見ることからもう

かがえますが２段加工となっております。よりいっそう高級感のある墓石になってきます。 

 

                 ① 墓石                    ②八重型すじ蓮華の部分 

人手による仕上げが出来る職人も少なくなっていますが、 大川石材では「技能士の資格取得」  

「技能五輪への参加」 など職人を育て、「大切な人のお墓や、日本の庭にあう灯篭・日本人としての 

誇りを示す石碑はぜひ、日本の石で」という思いで製品を納めています。 

きれいな工場で、きれいな墓石・灯篭・石碑を作っています。近くには、世界の中心で愛を叫ぶ」の 

ロケや２０世紀を代表する石の彫刻家イサム・ノグチイサム・ノグチの庭園美術館、四国第八十五番 

霊場八栗寺などがあります。 ぜひ、お越しください。 
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「匠の技に彩られた 八重ずじ蓮華」 

① 

    ③仏石の額（蓮華の上）の部分 


